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２社に密着！

未来の職業を考える高校生のための

　　「企業見学会」を実施！
未来の職業を考える高校生のための

　　「企業見学会」を実施！
　高校生を対象に加古川市域の地元企業を知ってもらうとともに職業観の育成、将来の進路選択・就職活動
に役立てていただくことを目的として、２０１１年から毎年「企業見学会」事業を実施しています。
　14回目となる今年は、8月４日から8月8日の日程で多種多様な企業を含む10コース20社を設定しまし
た。延べ24名の高校生が参加し、企業の現場を見学しました。今回は㈱コベルコロジスティクスと㈱マルア
イに密着しました。

㈱コベルコロジスティクス（神鋼物流㈱から社名変更）
　会社概要、神戸製鋼所加古川製鉄所内の説明の
後、製鉄所構内を見学しました。環境に配慮した取
り組みや、大小様々なクレーンを間近で見ることが
できました。また広い構内を機関車が走行する様
子を見学し、多くの参加者が最も印象に残ったと話
していました。
　参加者からは「機関車やクレーン車などの迫力
が印象に残っています。機関車の線路を伸ばすと
大阪まで行けるほど
の長さだということ
に驚きました。運転
は難しそうですが、
挑戦してみたいと思
いました」との声が
聞かれました。

㈱マルアイ
　会社概要の説明を受け、本社サポートオフィ
スと物流センター、店舗内を見学しました。物
流センターでは、大量の商品を調達し、保管、
店舗配送まで行っている様子を学びました。店
舗では野菜のパック詰めを体験したり、商品の
陳列の意味を考えたりと、発注から販売までの
一連の流れを見ることができました。
　参加者からは「物流センターの商品の数に圧
倒されました。よく
知っているスーパー
でも内部を初めて見
て、仕組みを学ぶこ
とができて良かった
です」といった声が
聞かれました。 商品陳列のルールを学ぶ屋上から製鉄所全体を眺める
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アプリ設定の見直しを！

山本氏とグループワークの様子

コース 見学先 【企業名】

《見学コース・企業》 10コース・20社（募集時）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

I

J

日本毛織㈱ 印南工場［製造業］
㈱大浦ミート［食肉卸・小売業］

日本郵便㈱ 加古川郵便局［郵便・貯金・保険業］
㈲岸本材木店［木材販売・製材加工］

ハリマ化成㈱ 加古川製造所［化学品製造］
㈱岡崎製作所［製造業］

㈱コスモライフ［飲料水・ウォーターサーバー製造］
㈱花浄院［葬祭業］

㈱ファインシステム［IT業］
アイザワ証券㈱［金融・証券会社］

㈱メイショク［食品製造業］
㈱HER［理化学分析業］

前川建設㈱［総合建設業］
日本精化㈱［化粧品・医薬品等原料メーカー］

滝川工業㈱［製造業］
オークラ輸送機㈱［各種物流機器製造］

㈱コベルコロジスティクス［港湾運用業・加古川製鉄所構内運送業］
㈱マルアイ［総合食品スーパー］

社会福祉法人福竹会 鹿児の郷［老人福祉・介護事業］
多木化学㈱［化学メーカー］売り場では見られない大きなお肉も

お世話になった企業の皆様、
ありがとうございました！

会
議
所
の

会
議
所
の

　

７
月
31
日
、
鹿
島
興
産
㈱　

代
表
取

締
役
社
長
の
山
本
広
高
氏
を
講
師
に
、

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
提
唱
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
研
修
「
部
下
の
育
成
に
悩
む
あ
な

た
へ
！
明
日
か
ら
使
え
る
実
践
的
コ
ー

チ
ン
グ
＆
褒
め
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
用
の

資
料
を
使
用

し
な
が
ら
、

部
下
の
特
性

を
理
解
し
た

う
え
で
効
率

的
な
褒
め
方

や
テ
ク
ニ
ッ

ク
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つ
い
て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

傾
聴
と
共
感
を
基
盤
と
し
た
対
話
力

で
個
人
の
成
長
を
促
し
、
チ
ー
ム
へ
の

帰
属
意
識
を
醸
成
す
る
力
が
必
要
で
あ

る
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
的
確
な
目

標
設
定
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
で
着
実
に
業
務
を
推
進
し
、
本

質
を
見
極
め
て
「
や
ら
な
い
こ
と
」
を

決
断
す
る
戦
略
的
思
考
も
必
要
で
あ
る

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
17
名

　

理
想
の
上
司
に
な
る
た
め
に

ー
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
を
開
催
ー

　

８
月
４
日
、
Ｎ
Ｉ
Ｔ
情
報
技
術
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱　

代
表
取
締
役
の
篠

原
嘉
一
氏
を
講
師
に
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
と
危
機
管
理
〜
社
員
の
つ
ぶ
や
き
か

ら
起
こ
る
人
権
ト
ラ
ブ
ル
〜
」
と
題
し

た
時
事
文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
参
加
者
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
操
作
し
な
が
ら
講
演
を
聞
き
、
設
定

の
見
直
し
や
具
体
的
な
事
例
を
学
び
ま

し
た
。
無
料
通
話
ア
プ
リ
で
も
情
報
共

有
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
も

の
が
あ
り
、
設
定
を
間
違
え
て
使
用
す

る
と
情
報
が
拡
散

す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
安
易
な
投

稿
か
ら
思
わ
ぬ
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
る
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

凶
悪
な
犯
罪
や
不
可
解
な
事
件
が
増

え
て
い
る
の
は
、
ネ
ッ
ト
に
よ
る
偏
っ

た
情
報
と
視
覚
的
な
影
響
が
大
き
く
、

便
利
な
時
代
で
は
あ
る
が
、
日
頃
の
会

話
が
ど
れ
ほ
ど
大
切
か
を
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
52
名

　

実際の現場は大迫力！

危
機
管
理
は
入
念
に

ー
時
事
文
化
講
演
会
を
開
催
ー
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今
年
度
、
初
め
て
の
例
会
事
業
と
し

て
「
加
古
川
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ビ
ジ
ョ
ン
研
修
会

〜
ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ 

ｔ
ｏ
ｇ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

企
業
を
経
営
し
て
い
く
う
え
で
、
将

来
の
姿
＝
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
今
回
の
研
修
会
は
、
そ

の
大
切
さ
を
学
ぶ
第
一
歩
と
な
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
、
日
本
Ｙ

Ｅ
Ｇ 

筆
頭
副
会
長

の
吉
田
昌
宜
氏
、
同 

理
念
形
成
委
員
長
の

岡
田
充
貴
氏
、
講
師

補
助
と
し
て
同
Ｙ
Ｅ

Ｇ
の
小
林
政
嗣
氏
、

前
田
武
彦
氏
、
清
水

亮
佑
氏
を
お
招
き
し
、

理
念
形
成
や
綱
領
指
針
、
ビ
ジ
ョ
ン
の

作
り
方
な
ど
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
素
晴
ら

し
い
例
会
が
開
催
出
来
ま
し
た
。
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
委
員
長  

冨
士
原  

満
）

　

自
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
言
葉
に
し
て
い
く

ー
７
月
例
会
を
開
催
ー

  

青
　
年
　
部

※Dコース２社、Eコース２社は参加希望者なし、見学取りやめとなった。

講師の方 と々


